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新潟杯スピーチコンテストに行ってきました 

 

3 月 23 日にハルビン師範大学で「新潟杯」スピーチコンテス

トが開催されました。これはハルビン市の 6つの大学から日本語

を学んでいる 10 名の大学院生が推薦され、事前に準備したテー

マスピーチと直前にクジ引きでテーマが決まる即興スピーチの

合計点を競う大会です。今年は、新潟市ハルビン市の友好都市提

携 45 周年を記念して「新潟杯」と名付けて開催されました。私

も審査員として参加させてもらいました。 

10 名の参加者の日本語は、発音やイントネーションも流暢で非常に聞き取りやすく想像

を超える実力で大変驚かされました。10 名全員がこれから日本で生活することはもちろん

すぐにでも即戦力として就職できるほど高いレベルでした。会場には約 200 名もの日本語

を学んでいる学生が来場しており、こんなにも多くの学生が日本語を勉強していると知り、

嬉しく思いました。優秀者には本市から賞品を提供いたしました。 

参加した学生は、卒業後さらに進学や就職など様々な進路に進むようですが、日本・新

潟市との友好の架け橋の一翼を担ってくれたら、こんなに嬉しいことはありません。 

（荒井） 

 
 

上海旅游産業博覧会に参加しました 

 

3月 27日から上海で開催された旅游産業博覧会に出

展してきました。今回は、新潟県国際観光推進課・県

大連事務所・県上海観光コーディネーター・市観光推

進課・北京事務所と県・市が合同でＰＲならびに旅行

社や関係機関などを訪問しました。コロナ前に比べて

日本関係者のブースは減少しており、3つの自治体と観

光関係企業 2 社ほどしか出展しておりませんでした。

しかし、来場者数は大変多く、ブースには若い方を中

心に多くの方が訪れ、情報を手に取っていました。ま

た「清津峡」のブース装飾をバックに写真を撮る姿が

多く見られました。上海は新潟と直行便で結ばれていることから引き続き誘客活動を続け

ていきます。（荒井） 

 

 

報告１ 

facebook 微博 

発行日：2024 年 04 月 12 日 

 

日 

報告２ 

 

 

 

 

 



 2 

北京スタッフ便り 1 

 

 

北京で漬物の老舗―六必居 

 

お粥や豆乳、饅頭や中華揚げパン、一皿の漬物

という組み合わせは北京風の朝食の定番です。漬

物は一般的なおかずですが、北京人は昔からこれ

が大好きで、金持ちであろうとなかろうと、好ん

で食べます。飲食店では、漬物が 1～2 種類しか

提供されませんが、一般家庭で食べられる漬物の

種類はたくさんあります。 

 北京で漬物といえば、有名な漬物の老舗―六必

居を知らない人はいないでしょう。 

六必居は明の嘉靖 9 年（西暦 1530 年）に始まり、

2024年まで 494年の歴史があり、北京で最も歴史が長

い味噌・漬物の専門店です。六必居自社製の漬物は厳

選された原材料と優れた加工技術により、色が鮮やか

で、味噌の風味が豊かで、シャキシャキと香ばしく、

ほどよい塩気と甘みがあり、清の時代、宮廷御用の一

品に選ばれました。 

六必居の店に入ると、漬物の種類は数え切れないほ

どたくさんあります。缶詰めのものもありますが、量

り売りの漬物の種類が特に多いです。キュウリ、ナス、

大根、ニンニク、チョロギ、落花生、唐辛子、塊茎や

千切りのルタバガなど様々な漬物が揃っています。そ

の中に、キュウリ、レンコン、ササゲ、ナス、チョロ

ギ、生姜、落花生、コールラビという八種類の野菜を

混ぜて漬け込み、八種類の味をブレンドした「八宝菜」

（日本で言う八宝菜ではなく漬物の名称です）は味がまろやかで、歯ごたえがあり、特に

おいしいので、昔から北京人は大好きです。また、六必居には醤油、大豆味噌、甘味噌等

自社製の調味料も売っています。（キク）  

                   

                       ショートムービーについて 

 

最近、中国ではショートムービーが人気であり、利用人数は 10億人を超えたと言われて

います。なぜショートムービーはこんなに流行っ

ているのでしょうか。まずは技術の発展です。モ

バイル・インターネットやスマートフォンの普及

により、人々はいつでもどこでもショートムービ

ーを見たり共有したりできるようになりました。

二つ目の原因はコンテンツの革新です。ショート

ムービーには、様々な年齢層や趣味のニーズを満

たすことができる多様なコンテンツがあります。

料理・笑い・美容・観光・映画などのショートム

ービーがあり、クリエーターは、革新的な方法で

興味深く感動的なコンテンツを作っています。も
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Tiktok ショートムービーの街角広告 
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う一つの原因はユーザーがコメントや「いいね！」、シェアなどを通じて他のユーザーと

交流できることです。 

現在、中国のショートムービーはいくつかのプラットフォームで運営されていますが、

Tiktokだけが盛り上がっているようです。それは Tiktokのコンテンツがユニークや楽しさ、

トレンドを強調し、多くの若者ユーザーの注目を集めているためと考えられます。淘宝（タ

オバオ）、京東（ジンドン）などのプラットフォームもありますが、主に商品を告知する

ためのものであり、その位置づけやコンテンツは Tiktokとは異なり、ユーザー間のつなが

りも薄いと言われています。Tiktok はショートムービープラットフォームの中で際立って

人気になっています。（ハン） 
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 北京はすでに春模様で、３月２５日に来日した友人は「北京の方が東京より暖かい」と

言っていた。 

 北京は２００８年のオリンピック開催を迎えるのを機に、町中に花を植える運動を展開

してきた。それからすでに２０年近く経った。北京は乾燥地帯だが、今や花の多い都市と

なった。春を告げる花はオウバイ、ヤマモモで、町中いたる所で見ることが出来る。梅は

玉淵潭公園、国家植物園北海公園が有名で各種の梅が姸を競っている。モクレンは中山公

園、景山公園、頤和園、レンギョウは北海公園、中山公園、景山公園など。桜は玉淵潭公

園、陶然亭公園。その他ヤマモモ、ライラック、ハナカイドウ、アンズ、牡丹など、今や

北京の花と言えば枚挙にいとまがない。春になると花に関するイベントが多く行われる。

国家植物園の「桃の花鑑賞会」、玉淵潭公園の「桜文化」各種イベント、陶然亭公園の「カ

イドウ春の花文化祭」、中山公園の「春の花とチューリップ鑑賞会」、景山公園の「牡丹

文化祭」などである。やはり豊かになったせいであろう。北京では犬や猫といったペット

を飼い、熱帯魚を飼育し、鉢植えの花を庭やベランダに並べるのがブームとなっている。 

 春になり、万物は活性を取り戻し、穏やかな日常の中にも活気が出てきた。しかし、北

京市民はいま大きな不安に見舞われている。それは経済だ。３年に渡る「ゼロコロナ」政

策で、中国経済は大きく後退した。人々は自由に外出も、買い物も出来ない環境の中でじ

っとガマンしてきた。２０２２年１２月、ゼロコロナ政策は終了し、人々は３年ぶりに「解

放」された。これから中国経済は一気に回復すると誰もが思ったが、現実はそう簡単では

なかった。２０２３年は「ゼロコロナ」政策が解除された１年目の年で、友人の経済学者

は当時「中国経済はこれから右肩上がりで回復する。２０２３年の成長率は６－８％だろ

う」と言っていた。確かにゼロコロナ解除直後の２０２３年第１四半期は＋４．５％だっ

たが、第２四半期は＋６．３％と通年の目標である５％を大きく超した。さてこれからだ

と誰もが思ったが、第３四半期は＋４．９％と逆戻り、第４四半期も＋５．２％と伸び悩

み、通年で政府の目標（かなり手堅い、低い目標だと思われていた）である「５％前後」

をかろうじてクリアする＋５．２％という結果となった。 

全体として経済状況は底を切り、回復軌道に乗ったことは間違いないと、多くの専門家

は認識している。しかし、分野により状況は大きく違い、非常にバランスの悪い成長率５．

２％であった。人々は経済の復調がそう簡単でない事を知った。米国などによる「中国経

済封じ込め」は強化され、ボディーブローのように、じわじわと中国経済を痛めつけてい

る。多くの経済専門家の頭に「デフレ」がちらつき始めた。研究機関などは、政府の要請

で「日本のバブル崩壊と失われた２０年」を研究している。 

 さて１月以降、北京で行われた最大の行事は全国人民代表大会（全人代）であろう。今

西園寺 一晃先生の 



 4 

年の全人代の主な議題は経済であった。全人代では昨年の経済について総括し、今年の経

済について討議する。とは言っても、中国は共産党絶対指導の国である。今年の経済方針

については、昨年末開かれた中央経済工作会議で決定済みである。全人代は党が決めた経

済方針を具体化するのが任務である。 

 全人代では李強首相が就任後初の「政府活動報告」を行った。当面の経済不況に鑑みて、

思い切った経済政策が出されるのか、「李強色」が出るのかと注目された。ところが「報

告」は地味なもので、基本的にこれまでの政策の域を出なかった。報告の時間も２００１

年以来最短の５０分余りだった。「李強色」も特に感じられなかったというのが多くの人

の感想である。そればかりか、例年全人代終了後に行われてきた首相の記者会見は行われ

なかった。全人代は李強首相にとって、国際社会へ向けてのデビューという晴れがましい

舞台であり、世界が注目する中国経済を早期に回復させる決意を示す場でもあったはずだ

が、絶好のアピールのチャンスを自ら放棄するのはなぜなのであろう。 

以下は、全人代で決定された２０２４年の主な経済目標と、２０２３年の結果の比較で

ある。 

目標項目        ２０２４年目標     ２０２３年の実績 

 ＧＤＰ成長率     ＋５％前後       ＋５．２％ 

 消費者物価上昇率   ＋３％前後       ＋０．２％ 

 都市就業者数     １２００万人以上    １２４４万人 

 都市失業率      ５．５％前後      ５．１％ 

 食糧生産高      ６億５０００万トン以上 ６億９５４１万トン 

 対ＧＤＰ財政赤字   ３％程度        ３．８％ 

 李強は報告の中で、今年の重要課題として次のような項目を掲げた。 

 「現代的産業体系の構築」 

 「科学技術の新興、質の高い発展」 

 「発展と安全の結合」 

 「内需の拡大と経済の好循環」 

 「民生の重視」 

 「３農（農村、農民、農業）問題の解決」 

 など。 

 全人代での李強報告の中で唯一注目されたのは「新質生産力」（新たな質の生産力）と

いう言葉である。新経済用語とも言えるが、「発明者」は習近平主席である。２０２３年

９月、習近平が黒竜江省を視察して時、次のように述べた。 

 「科学技術革新のリソースを統合し、戦略的新興産業と未来産業の発展をけん引し、新

たな質の生産力を加速度的に形成する」。 

 ２０２３年末に北京で開かれた中央経済工作会議（１２月１１日―１２日）でもこの言

葉が登場する。 

 「科学技術革新による産業イノベーションを推進し、特に革命的技術と先端技術によっ

て新産業、新モデル、新原動力を生み出し、新たな質の生産力を発展させなければならな

い」。 

 当時マーケットはこの「新質生産力」という言葉に敏感に反応した。マーケットでは、

これがインテリジェントツールや機械生産をさらに重要視するだろうと理解し、精密機械、

半導体、ロボット、航空機部品などの関連銘柄の株価が跳ね上がった。その一方で一部の

専門家は、この「新質生産力」は特に新しいものではなく、２０１５年５月に習近平がハ

イテクを中心に据えた製造業の構造転換実現を目指し提起した「中国製造２０２５」の再

パッケージであり、特に新味はないと指摘している。因みにこの「中国製造２０２５」は、

次世代情報技術や半導体、新エネ車など１０の重要分野と２３品目を設定し、製造業の高
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度化を目指すものだ。建国１００周年に当たる２０４９年には、中国は「世界の製造強国」

の先進グループの先頭に立つというもの。この野心的計画は現在進行中だが、新エネ車の

ように順調に進んでいるものもあれば、半導体のように遅々として進まないものもある。

「中国製造２０２５年」によると、中国の半導体の自給率を２０２０年には４０％に、２

０２５年には７０％にする計画だが、２０２３年の時点で自給率は２０％－２５％程度と

言われる。 

 全人代の李強報告を含め、最近中国の報道を見ると、「安定、安全」という言葉が目に

付く。李強は「活動報告」の中で、「安定は大局の基礎」と述べ、「予測の安定、成長の

安定、雇用の安定と」述べ、「われわれは安定させつつ前進を図る。前進によって安定を

促す」と述べている。友人の経済学者の解説では、「安定」には２つの意味がある。１つ

は「習近平を中心とした党指導部」を擁護し、指導の安定性を保つ事、もう１つは経済の

安定的回復、発展を目指すことである。「安全」とは、主に社会治安の問題で、李強報告

には「安全」が２９回登場した。北京にいると、治安が悪いという感覚はない。ただ、あ

まりの管理・監視の厳しさと、若者の間にある就職・失業問題での大きな不満は、経済が

上向かないと大きな不意安定要素になりかねない。人間誰も、生活が安定していれば不満

があってもそれが爆発する事はない。問題は経済の成長が止まり、或いは後退し、生活が

脅かされるようになった時だ。そうなればさまざまな不満が一気に噴出する可能性がある。 

「安定と安全」を強調するという事は、裏を返せば中国社会には安定と安全を阻害する

要素が存在するという事であろう。外野から見ると、習近平「一強体制」は盤石で揺るぎ

ないと思えるが、この「一強体制」を快く思っていない勢力が党内にも、社会にも存在す

るという事かもしれない。しかし外野からは分からない。地方紙を見ると、たまに「爆発

事故」のニュースが乗っている。「爆発」があったといううわさもよく聞く。これらは単

なる事故なのか、テロなのか不明だが、習近平指導部がナーバスになっている事は想像で

きる。 

 ２０２４年第１四半期の経済指標はまだ出ていない。しかし昨年の第４四半期の数字と

大きく変わらないだろう。つまり今年も中国経済は苦戦するという事である。２０２４年

に入り、製造業購買担当者景気指数（ＰＭＩ）は１月が４９．２、２月が４９．１と５か

月連続で５０を下回った。一方で同サービス業の景況感は１月、２月とも５０を超えた。

製造業は全体として回復が足踏みしているが、ハイテク、航空宇宙関連機器、電子・通信

などは伸びている。非製造業は比較的回復が早い。消費は相変わらず低迷しているが、飲

食、旅行などは絶好調で、新車販売も好調だ。このように昨年の「アンバランスな経済回

復」を引きずっている。 

 一点の光明は、貿易が少し上向いてきた事だろう。２０２４年１月―２月の輸出は５２

８０億ドルで、前年同期比＋７．１％、自動車や半導体関連が伸びた。輸入は４０２８億

ドルで、同＋３．５％、貿易収支は＋１２５１億ドルで、同２０．５％だった。 

地方政府の巨大債務問題は依然として残っているが、今回の全人代では具体的な解決法

は示されなかった。 

外資導入関連も深刻で、中国国家外貨管理局によると（２月１８日発表）、２０２３年

の外国企業から中国への直接投資額は、対前年比約８割減の３３０億ドルにとどまった。

これは１９９３年以来の低水準である。これを重視した習近平指導部は、習近平自らが前

面に立って外資の中国投資を呼びかけた。直近では３月２７日、習近平は米国経済人訪中

団（米国半導体大手クアルコムのクリスチャーノ・アモンＣＥＯ、米国投資ファンド大手

ブラックストーンのスティーブン・シュワルツマンＣＥＯ、米中ビジネス評議会のアレン

会長など）と会見し、「中国経済は健全で持続可能である。発展の前途は明るく、われわ

れは自信を持っている」と述べ、中国への投資と「一帯一路」への参加を呼び掛けた。こ

れに先立ち、３月２４日―２５日に北京で開かれた「中国発展ハイレベルフォーラム」に
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も、米国を含む多くの外資を招き、中国への投資を呼びかけた。外資の流失を食い止め、

外資導入の道を開く事が出来るかは、中国経済が確実に復興の軌道に乗るかどうかの重要

なカギの１つである。 

 今年の全人代を、経済回復を目指した「反転攻勢」と期待した人は多い。しかし、李強

報告を読むと、「攻勢」より「守勢」色が大きかった。李強は報告の中で今年の成長率を

昨年並みの「５％前後」としたが、この目標達成は「そうたやすい事ではない」と述べて

いる。昨年並みを何とか維持したいという事である。もちろん悪い要素ばかりではない。

中国政府にとって、不況下でも財政収入が安定しているのは強みである。２０２３年の財

政収入は、対前年比＋６．４％で、うち租税収入は＋８．７％だった。 

 全人代での李強報告には、対日関係は触れられていないが、筆者の感触では、今年日中

関係は、抜本的好転はないにしても若干好転すると思われる。両国には友好を阻害する要

因が多々あるが、少なくとも経済分野ではこれ以上両国関係を悪化させないというのが双

方の共通認識である。中国から見れば、対米関係が当面大きく好転する事はないと思われ

るので、相対的に日本の重要度が増している。中国は対日関係の緩和に動くだろう。日本

にとってはチャンスだ。当面中国経

済は良くないが、基本的なインフラ

は整い、巨大なマーケットである事

は誰も否定できない。まだ発展途上

の国であり、潜在力は底知れない。

ＥＵ、ＡＳＥＡＮ、韓国、台湾、ベ

トナム、インド、豪州といった国と

地域などは、中国とは対立面を抱え

ながらも、決して米国の中国封じ込

めに「完全同調」せず、経済面でい

かに「利益を得る」対中関係を保つ

かを模索している。この中国と、特

に経済面でいかに相互補完関係を築

くかが日本の最重要課題である。

（止） 

 西園寺一晃 

 

 

【筆者プロフィール】 

 西園寺 一晃（さいおんじ かずてる）氏 

 １９４４年生まれ 

⚫ 明治の元勲・公爵・首相・枢密院議長である西園 

寺公望氏を曾祖父に持つ。  

⚫ 西園寺公一（きんかず）氏（第一回参議院議員・

日中文化交流協会常任理事）の長男。 

⚫ 北京大学経済学部卒業 

⚫ 朝日新聞社に在籍中は、日中関係の調査研究室長

などを歴任。退職後も中国問題の調査、研究にあ

たる。 

⚫ 現在工学院大学客員教授、北京大学客員教授、伝

媒大学客員教授、北京城市大学客員教授 

 

■■お知らせ■■ 
 新潟市の中小企業、団体等が中国国内で経済活動を行うに当たり、様々な支援を行っています。 

お気軽にお問い合せください。 

【住所】中国北京市朝陽区建国門外大街 26 号 長富宮弁公楼 2014 室 

【メールアドレス】bjniigata@niigata-bj.net 

【URL】http://niigata.stars.ne.jp/zh/ 
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